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2011年3月期 第2四半期 決算概観（連結）

08年3月期

第2四半期

09年3月期

第2四半期

10年3月期

第2四半期

11年3月期

第2四半期
前年比

単位：（百万円）

11年3月期
修正予想

前年比
11年3月期
当初予想

前年比
第 期 第 期 第 期 第 期

売上高 39,363 40,261 45,714 46,707 2.2％

営業利益 2,788 1,243 4,569 4,201 △8.1％

経常利益 3 118 1 175 5 172 4 542 △12 2％

101,800 2.0％

14,700 10.8％

15 300 7 5％

100,300 0.5％

12,700 △4.2％

13 400 △5 9％経常利益 3,118 1,175 5,172 4,542 △12.2％

当期純利益 953 △1,601 3,293 2,959 △10.1％

15,300 7.5％

9,700 9.6％

13,400 △5.9％

8,500 △3.9％

11年3月期 第2四半期 連結業績（実績）

【売上高】 医療用医薬品において薬価改定が実施されましたが、国内新医薬品は主要製品の普及拡大に努め、薬価引下げの影響を上回る数量
ベースでの伸びを示しました。また後発医薬品では、保険調剤薬局市場での販売が増加し、前年を上回る実績となりました。その結果、連結売上高
は467億円（前年比2 2%増）となりましたは467億円（前年比2.2%増）となりました。

【利益】 売上高の増加、売上原価率の低減により売上総利益は増加しましたが、研究開発費の増加（前年比21.3%増）により、営業利益は42億円
（前年比8.1%減）、四半期純利益は30億円（前年比10.1%減）となりました｡

11年3月期 連結業績（予想）

【売上高】 ヘルスケア事業の売上減少が予想されるものの、医薬品事業では新医薬品（国内、海外）における主要製品が下期も好調に推移する
見込みであり売上増を予想します。その結果、売上高は1,018億円（前年比2.0%増）を見込みます。

【利益】 販売費及び一般管理費は研究開発費が増えること等から増加を見込みますが、売上高の増加と売上原価率の低減による売上総利益の

11年3月期 連結業績（予想）

増加により、営業利益は147億円（前年比10.8％増）、当期純利益は97億円（前年比9.6％増）となる見込みです。

当第2四半期累計期間の業績を勘案し、平成22年5月11日付け「平成22年3月期 決算短信」にて公表しました平成23年3月期の連結業績予想を上記の通り修正しました。
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2011年3月期 第2四半期 業績のポイント

（単位：億円）

売上高 売上原価 販管費

◆売上高：薬価改定（杏林製薬：6%）を吸収し、前年比10億円増

+13+1050
+1

費
◆売上原価は1億円増

◆売上総利益が9億円増

内R&D費
＋12億

営業 利

50

営業利益

◆販管費は13億円増
（ うち、R&D費が12億円増）

営業 利
益 営業利益

40
営業利益

営業利益

4億円の減益
30 46 42

2020
09年度第2四半期 10年度第2四半期
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2011年3月期 第２四半期 業績の状況

単位：億円

10年3月期

第2四半期

（実績）

11年3月期

第2四半期

（実績）

対前年
■売上高 467億円

対前年

(＋10)
◆医薬品事業 454億円 (＋13)

（実績） （実績）

売上高（合計） 457 467 ＋10
医薬品事業 441 454 ＋13

●国内新医薬品 377億円

・キプレス
・ムコダイン
・ペンタサ
ウ

10.3(2Q)実績

127
93
97

11.3(2Q)実績

141
94
99

⇒
⇒
⇒

(＋10)

(＋14)
(＋ 1)
(＋ 2)

◆新医薬品

○国内

○海外

380
367
13

392
377
15

＋12
＋10
＋2

●海外新医薬品
・ガチフロキサシン

15億円

11 13⇒

(＋2)
(＋ 2)

・ウリトス 16 24⇒ (＋ 8)

●後発医薬品 41億円 (＋5)
＊保険調剤薬局市場での販売が好調

(△5)
◆後発医薬品 36 41 ＋5
◆一般用医薬品他 25 20 △5

ルスケア事業 16 13 △3 ●ドクタ プログラムの売上減少 (△3)

●一般用医薬品他 20億円

◆ヘルスケア事業 13億円 (△3)

＊ミルトン、杏文堂の売上減
（注）2010年度より適用する報告セグメントにおいて当該売上区分に杏文堂を含みます。

ヘルスケア事業

（スキンケア）

16 13 △3

営業利益 46 42 △4

●ドクタープログラムの売上減少 (△3)
■営業利益

●原価率は0.7ポイント低下
上昇要因 薬価改定（6%台）

◆営業利益率は9.0%と1.0ポイント低下

42億円 (△4)

(37.3%⇒36.6%)

経常利益 52 45 △7
当期純利益 33 30 △3 ●研究開発費率：前年比2.3ﾎﾟｲﾝﾄ上昇

上昇要因：薬価改定（6%台）
低下要因：原価率の低い自社製品の売上増加、キョーリン リメディオの原価率低下

＊57億円⇒69億円（約12億円増加）
開発パイプラインの進展（KRP-108 Ph2ｂ 終了など）

(12.4%⇒14.7%)

（注１）上記内容は簡便的に前年実績を組み替え、当第２四半期連結
累計期間の実績と比較しています

（注２）当第2四半期のセグメント【ヘルスケア事業】に属する製品・サービス
の内容は、2010年3月期決算までの開示内容と異なっております ■当期純利益 30億円 (△3)

(40.3%⇒39.7%)●販管費率（除R&D費）：前年比0.6ﾎﾟｲﾝﾄ低下
＊184億円⇒185億円

3■配当（第２四半期末） 10円00銭



主な子会社の業績と予想

杏林製薬
10年3月期
第2四半期

11年3月期
第2四半期

10年3月期
11年3月期
（修正予想）

11年3月期
（当初予想）

（単位：億円）

売上高 395 408 

営業利益 48 39

853 908

131 140

873

123

四半期純利益 38 29

キョーリン リメディオ
10年3月期
第2四半期

11年3月期
第2四半期

95 96

10年3月期
11年3月期
（修正予想）

84

11年3月期
（当初予想）

※1 ※2

売上高 41 52

営業利益 1 4

101 98

4 5

89

2

四半期純利益 1 4

ドクタープログラム
10年3月期
第2四半期

11年3月期
第2四半期

4 5

10年3月期 11年3月期
（修正予想）

1

11年3月期
（当初予想）

売上高 16 13

営業利益 △2 0

33 28

△1 0

37

2

四半期純利益 △2 0 △1 0 2

※1：卸店販売ルートの杏林製薬㈱への統合（10月1日）に伴い、初期在庫分として約6億円を売上計上しています
※2：キョーリン リメディオの2010年3月期業績は決算期変更に伴い14ヶ月分を計上 4



2011年3月期 第2四半期 主要製品売上の状況

０８年３月期

第２四半期

０９年３月期

第２四半期

１０年３月期

第２四半期

１１年３月期

第２四半期
１０年３月期

１１年３月期

（修正予想）

１１年３月期

（当初予想）

（単位：億円）

第２四半期 第２四半期 第２四半期 （修正予想） （当初予想）
実 績 前 同 比

キプレス
（ロイコトリエン受容体拮抗剤）

７９ １０４ １２７ １４１ １０．６% ２９２ ３２２ ３１４

国内

新医薬品

ムコダイン
（去痰剤）

９０ ８７ ９３ ９４ １．０% ２０９ ２１８ ２１４

ペンタサ
（潰瘍性大腸炎 クロ ン病治療剤）

４４ ７１ ９７ ９９ １．４% １９４ １９５ ２０１
新医薬品 （潰瘍性大腸炎・クローン病治療剤）

４４ ７１ ９７ ９９ １９４ １９５ ２０１

ウリトス（自社販売）
（過活動膀胱治療剤）

５ ６ １６ ２４ ５４．２% ３７ ５５ ５１

ケタスケタス
（気管支喘息・脳血管障害治療剤）

２８ ２６ ２３ ２０ △１５．２% ４６ ３９ ４０

海外 ガチフロキサシン
１６ １４ １１ １３ １３ ７% ２２ ２２ １３

新医薬品 （バルク・ロイヤルティ含む）
１６ １４ １１ １３ １３．７% ２２ ２２ １３

一般用 ミルトン
（哺乳ビン 乳首消毒剤）

１０ ９ １０ ９ △１０.０% １９ １９ ２１
医薬品 （哺乳ビン・乳首消毒剤）

１０ ９ １０ ９ ２１
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開発品一覧①（2010年11月9日現在）

開発段階 製品名・
開発 ド

薬 効 起 源 特 徴 備 考

ＰｈⅡ～申請中 ※：前回（2011年3月期 第1四半期）からの変更点を示す

開発コード
薬 効 起 源 特 徴 備 考

国内 海外

PhⅢ
（09年12月）

ペンタサ錠 潰瘍性大腸炎 フェリング社 寛解期潰瘍性大腸炎を対象とした新用法用量
（1日1回投与）

PhⅢ※
（10年8月）

KRP-108
（吸入剤）

気管支喘息
治療剤

スカイファーマ社 ステロイド及び長時間作動型β作動薬の配合剤で利
便性やコンプライアンスに優れる

・スカイファーマ社とライセン
ス契約（08年4月）

・国内PhⅡ終了（10年4月）

（米国）
スカイファーマ
：申請中（09年3月）
（欧州）
ムンディファーマ

PhⅡ
（05年3月）

エーザイ：PhⅢ AS-3201
（錠）

糖尿病合併症
治療剤

大日本住友製薬 アルドース還元酵素を強力に阻害することにより細胞
内のソルビトール蓄積を抑制し、糖尿病性神経障害
を改善する

・大日本住友製薬と
共同開発（国内のみ）

：申請中（10年3月）

PhⅡ
（08年2月）

PhⅡ
（07年9月）

KRP-104 糖尿病治療剤 自社 DPPⅣ阻害剤。インスリン分泌ホルモンの分解を抑え

ることにより血糖低下作用を示す。副作用の発現が
少ない糖尿病治療が期待される

・海外PhⅡb開始
（09年11月）

・国内PhⅡb終了（10年3月）

その他の事項

・過活動膀胱治療剤「イミダフェナシン（一般名）」の口腔内崩壊錠 ：2009年12月 承認申請
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開発品一覧②（2010年11月9日現在）

POCプロジェクト（前臨床～PhⅠ）

開発段階 製品名・
開発コ ド

薬 効 起 源 特 徴 備 考

※：前回（2011年3月期 第1四半期）からの変更点を示す

開発コード国内 海外

PhⅠ※
（10年8月）

KRP-110 ｵﾋﾟｵｲﾄﾞ誘発性
便秘
難治性掻痒

自社 選択性の高いμオピオイド受容体拮抗薬。オピオイド鎮

痛薬の鎮痛作用には影響することなく、副作用の便秘
を改善することが期待される。また、種々の掻痒モデル
において掻き行動の抑制作用が確認されており、難治
性掻痒の改善が期待される。

PhⅠ
準備中

PhⅠ
(07年7月) 

KRP-203 自己免疫疾患、
臓器移植
IBD※

自社 S1P受容体アゴニスト。新規メカニズムを有する免疫

調整剤。既存の免疫抑制剤に比べて安全性が高く、
かつ優れた併用効果が期待される

ノバルティス社と
ライセンス契約(06年2月)
※新たなライセンス契約
IBD（10年11月）（ 年 月）

ＰｈⅡ
準備中

PhⅢ
（Merz社）

KRP-209 耳鳴 Merz社 NMDA受容体拮抗作用及びニコチン作動性アセチルコ

リン受容体拮抗作用を有し、耳鳴に伴う心理的な苦痛、
生活障害の改善が期待される

メルツ社とライセンス契約
(09年11月)
メルツ社：日本人を
対象とした米国でのPhⅠ
を終了（10年3月）
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開発品一覧③（2010年11月9日現在）

導出品の状況

製品名・
開発コード

導出先・
共同研究先

開発段階 薬 効 起 源 備 考

※：前回（2011年3月期 第1四半期）からの変更点を示す

開発コ ド 共同研究先

アルファガン/
アルファガンP

千寿製薬 国内PhⅢ
（07年7月）

緑内障治療薬 米国

アラガン社

・アラガン社より導入

（ガチフロキサシン点眼液のクロスライセンス）

・千寿製薬に導出（04年5月）

ケタス 米国 海外PhⅡ 脳血管障害治療薬 自社 多発性硬化症の適応での日本 中国 韓国ケタス 米国

メディシノバ社

海外PhⅡ
（05年8月）

脳血管障害治療薬 自社 ・多発性硬化症の適応での日本、中国、韓国、
台湾を除く全世界における独占的な開発、製造販
売権を供与（04年10月）

08年4月 PhⅡの結果を公表

KCA-757 米国

メディシノバ社

海外PhⅢ
（気管支喘息：
06年11月）

海外PhⅡ/Ⅲ
（間質性膀胱炎：

気管支喘息治療薬

間質性膀胱炎治療薬

自社 ・日本、中国、韓国、台湾を除く全世界に
おける独占的な開発、販売権を供与

・間質性膀胱炎：07年1月に結果を公表、
開発を中断

・気管支喘息：海外PhⅢ一旦停止質
05年5月）

KRP-203 スイス
ノバルティス社

海外PhⅠ
（07年7月）

自己免疫疾患、
臓器移植
IBD※

自社 ・移植用の免疫調節剤として、全世界の開発及び
販売権、自己免疫疾患及びその他の疾患用剤とし
て、日本、中国、 韓国、台湾を除く全世界の
開発及び販売権（06年2月）

※新たなライセンス契約 ＩＢＤ（10年11月）
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2011年3月期 第2四半期 セグメント情報

単位：億円

売上高 セグメント利益

報告セグメントごとの売上高および利益又は損失

売上高 セグメント利益

金額 対前年 金額 対前年

売上高合計 467 ＋10 42 △4

医薬品事業計 454 ＋13 40 －

◆新医薬品

○国内

392
377

＋12
＋10○国内

○海外

377
15

＋10
＋2

◆後発医薬品 41 ＋5
◆一般用医薬品他 20 △5

ヘルスケア事業計 13 △3 +0 －

調整額 1調整額 － 1 －

「 グ 情 び「 グ 情 適（注1）当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」を
適用し、報告セグメントは【医薬品事業】【ヘルスケア事業】としております

（注2）上記内容は簡便的に前年実績を組み換え、当第2四半期実績と比較しています
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2011年3月期 第2四半期 業績と予想（連結）

中間期 通期

09年度 10年度 前年 09年度 10年度 10年度

（単位：百万円）

09年度

（実 績）

10年度

（実 績）

前年

差額
前年比

09年度

（実 績）

10年度

（修正予想）

10年度

（当初予想）

売上高 45,714 46,707 +992 2.2% 99,764 101,800 100,300

医薬品事業 %医薬品事業 44,115 45,373 +1,257 2.9% 96,421 99,000 96,500

◆新医薬品 38,011 39,208 +1,196 3.1% 82,395 86,300 84,300

○国内 36,733 37,708 +974 2.7% 79,766 83,600 82,500

○海外 1,278 1,500 +222 17.4% 2,629 2,700 1,700

◆後発医薬品 3,584 4,115 +530 14.8% 8,642 8,500 7,600

一般用医薬品他 2,519 2,049 △469 △18.6% 5,384 4,100 4,500

ヘルスケア事業 1,599 1,333 △265 △16.6% 3,342 2,800 3,700

営業利益 4 569 4 201 △368 △8 1% 13 261 14 700 12 700営業利益 4,569 4,201 △368 △8.1% 13,261 14,700 12,700

経常利益 5,172 4,542 △629 △12.2% 14,234 15,300 13,400

当期純利益 3,293 2,959 △334 △10.1% 8,848 9,700 8,500

10

（注）上記内容は簡便的に前年実績を組み替え、当第2四半期および通期連結実績と比較しています



損益計算書の概要：連結－①

（単位：百万円）

１０年３月期 １１年３月期

＜適応範囲及び持分法の適用について＞
連結子会社７社：杏林製薬（株）（株)杏文堂

Kyorin USA,Inc. Kyorin Europe GmbH
ActivX Biosciences,Inc.
キョーリン リメディオ（株）
ドクタ プログラム（株）

第２四半期 第２四半期累計期間

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

売上高 ４５，７１４ 100.0% ４６，７０７ 100.0% 2.2% ９９２

＜当期のポイント＞ 対前年

■ 売 上 高 ４６,７０７百万円 （ ＋ ９９２百万円）

ドクタープログラム（株）

持分法適用会社１社：日本理化学薬品（株)

医薬品事業 ４４，１１５ 96.5% ４５，３７３ 97.1% 2.9% １，２５７

◆新医薬品 ３８，０１１ 83.1% ３９，２０８ 83.9% 3.1% １，１９６

○国内 ３６，７３３ 80.4% ３７，７０８ 80.7% 2.7% ９７４

●国内新医薬品 ３９,２０８百万円 （＋ １,１９６百万円）

前期実績 当期実績（億円）

・キプレス １２７ → １４１（＋１４）

・ムコダイン ９３ → ９４（＋ １）

○海外 １，２７８ 2.8% １，５００ 3.2% 17.4% ２２２

◆後発医薬品 ３，５８４ 7.8% ４，１１５ 8.8% 14.8% ５３０

◆一般用医薬品他 ２，５１９ 5.5% ２，０４９ 4.4% △18.7% △４６９

・ペンタサ ９７ → ９９（＋ ２）

・ウリトス １６ → ２４（＋ ８）

●海外新医薬品 １,５００百万円 （＋ ２２２百万円）

ガ
◆ 般用医薬品他 ， ，

ヘルスケア事業 １，５９９ 3.5% １，３３３ 2.9% △16.6% △２６５

・ガチフロキサシン １１ → １３（＋ ２）

●後発医薬品 ４,１１５百万円 （＋ ５３０百万円）

＊保険調剤薬局市場での販売が好調

●一般用医薬品 ２,０４９百万円 （△ ４６９百万円）

＊ミルトン、杏文堂等の売上減

● ルスケア １ ３３３百万円 （△ ２６５百万円）●ヘルスケア １,３３３百万円 （△ ２６５百万円）

・ﾄﾞｸﾀｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの売上減

１６ → １３（△ ３）
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損益計算書の概要：連結－②

（単位：百万円）

＜当期のポイント＞

１０年３月期

第２四半期

１１年３月期

第２四半期累計期間

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

売上高 ４５，７１４ 100.0% ４６，７０７ 100.0% 2.2% ９９２

売上原価 １７，０３５ 37.3% １７，０８３ 36.6% 0.3% ４８

◆原 価 率：前年比 0.7ポイント低下

(37.3 ％→36.6％)
＊低下要因：原価率の低い自社製品の売上増加、

ｷｮｰﾘﾝ ﾘﾒﾃﾞｨｵの原価率低下

売上総利益 ２８，６７９ 62.7% ２９，６２３ 63.4% 3.3% ９４４

販売費及び一般管理費

（うち研究費）
２４，１０９

(５，６７０）

52.7%

12.4%

２５，４２２

(６，８７９）

54.4%

14.7%

5.4% 

(21.3%)

１，３１２

（１，２０８）

営業利益 8 1% △３６８

◆研究開発費率：前年比2.3ポイント上昇
(12.4％→14.7％)

＊57億円→69億円（約12億円増加)
開発パイプラインの進展（ＫＲＰ-108Ph2b終了など）

営業利益 ４，５６９ 10.0% ４，２０１ 9.0% -8.1% △３６８

営業外収益

営業外費用
６７１

６９

1.5%

0.2%

３８９

４７

0.8%

0.1%

△42.1%

△30.8%

△２８２

△２１

経常利益 １ ２ 11 3% ２ 9 % △12 2% △６２９

◆販管費率(除R＆D費)：前年比0.6 ポイント低下

(40.3％→39.7％)
＊184億円→185億円（1億円増加）

■営業利益 4 201百万円経常利益 ５，１７２ 11.3% ４，５４２ 9.7% △12.2% △６２９

特別利益

特別損失
９

５０

0.0%

0.1%

２５

１１

0.1%

0.0%

163.4%

△77.2%

１５

△３８

税金等調整前 ５ １３１ 11 2% ４ ５５６ 9 8% △11 2% △５７５

■営業利益 4,201百万円
( △368百万円)

＊営業利益率は9.0％と1.0ポイント低下

■四半期純利益 2,959百万円
税金等調整前

四半期純利益

５，１３１ 11.2% ４，５５６ 9.8% △11.2% △５７５

法人税・住民税

及び事業税
２，１２９ 4.6% １，４０５ 3.0% △34.0% △７２３

(   △334百万円)

法人税等調整額 △２９０ △0.6% １９１ 0.4% － ４８２

四半期純利益 ３，２９３ 7.2% ２，９５９ 6.3% △10.1 △３３４
■配当（第２四半期末） １０円００銭
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貸借対照表の概要：連結

（単位：百万円）

＜当期のポイント＞１０年３月期 １１年３月期第２四半期（連結）会計期間末

実 績 構成比 実 績 構成比 前期末増減

■流動資産： ７，５５６百万円減
・現金、預金の減少 （１,８９３百万円減）

・受取手形、売掛金の減少 （４,４７７百万円減）

・有価証券の増加 （ １１８百万円増）

棚卸資産の減少 （１ ２８９百万円減）

流動資産 ９１，０６０ 66.4% ８３，５０４ 65.0% △７，５５６

現金および預金
受取手形及び売掛金
有価証券
棚卸資産

２０，１９３
３６，８５９

５，３５３
２１ ８７４

１８，２９９
３２，３８２

５，４７１
２０ ５８５ ・棚卸資産の減少 （１,２８９百万円減）

・その他流動資産の減少 （ 14百万円減）

■固定資産： １，０９１百万円減
・有形固定資産の減少 （ ４７８百万円減）

・無形固定資産の減少 （ １６５百万円減）

棚卸資産
その他流動資産

２１，８７４
６，７７９

２０，５８５
６，７６４

固定資産 ４６，１２９ 33.6% ４５，０３７ 35.0% △１，０９１

有形固定資産
無形固定資産

１５，８２５
１ ０２４

１５，３４７
８５８ 無形固定資産 減少 （ 百万円減）

・投資その他の減少 （ ４４７百万円減）

■ 流動負債：７，８６０百万円減

・支払手形及び買掛金の減少（ ４，０４２百万円減）

無形固定資産
投資その他

１，０２４
２９，２７８

８５８
２８，８３１

資産合計 １３７，１９０ 100.0% １２８，５４１ 100.0% △８，６４８

流動負債 ２６ １９８ 19 1% １８ ３３８ 14 3% △７ ８６０ ・その他流動負債の減少 （ ３，８１８百万円減）

■ 固定負債： ５３８百万円減

流動負債 ２６，１９８ 19.1% １８，３３８ 14.3% △７，８６０

支払手形及び買掛金
その他流動負債

９，８５８
１６，３４０

５，８１６
１２，５２２

固定負債 ６，０７９ 4.4% ５，５４１ 4.3% △５３８

負債合計負債合計 ３２，２７８ 23.5% ２３，８７９ 18.6% △８，３９９

株主資本 １０４，９０７ 76.5% １０４，８７１ 81.6% △３６

評価・換算差額等 ３ 0.0% △２０９ △0.2% △２１２

純資産合計 １０４，９１１ 76.5% １０４，６６２ 81.4% △２４９

負債及び純資産合計 １３７，１９０ 100.0% １２８，５４１ 100.0% △８，６４８
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研究開発費・設備投資･減価償却費の状況＜連結＞第２四半期

０８年３月期

第２四半期

０９年３月期

第２四半期

１０年３月期

第２四半期

１１年３月期第２四半期 １０年３月期

（実績）

１１年３月期

（予想）

１１年３月期

（当初予想）実 績 増減比

（単位：百万円）

研究開発費 ５，６７６ ４，９６８ ５，６７０ ６，８７９ ２１．３% １１，８０７ １２，６００ １３，４００

設備投資

（計上ベース）

１，４５１ １，１１５ ７０９ ６３３ △１０．７% １，２９１ ２，４００ １，７００

減価償却費 ２，２１４ ２，０２８ １,３６２ １,１６３ △１４．６% ２，８１０ ２，５００ ２，６００

１０年３月期 １１年３月期

＜設備投資の状況（実績／計画）＞

実 績 第２四半期実績 通期計画

（実績）

工場設備 ７億円 ３億円工場設備

管理・販売設備

研究用設備

７億円

２億円

４億円

３億円

１億円

２億円

（実績／計画）

工場設備
１３億円

６億円
管理・販売設備

研究用設備

６億円

５億円
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主な業績項目の推移：連結
（単位：百万円）

０９年３月期

第２四半期

１０年３月期

第２四半期

１1年３月期

第２四半期

１０年３月期 １１年３月期

（予想）

１１年３月期

（当初予想）

売上高

（輸出高）

４０，２６１ ４５，７１４ ４６，７０７ ９９，７６４ １０１，８００ １００，３００

（輸出高） （１，８３５） （１，３０５） （１，５００） （３，８３０） （２，７００） （１，８００）

売上原価

（売上原価率）％

１７，７１８

（44.0%)

１７，０３５

（37.3%)

１７，０８３

（36.6%)

３７，４７７

(37.6%) ― ―
販売費及び一般管理費

（販管費率）％

２１，２９８

(52 9%)

２４,１０９

(52 7%)

２５，４２２

(54 4%)

４９，０２５

(49 1%) ― ―（販管費率）％ (52.9%) (52.7%) (54.4%) (49.1%)

うち研究開発費

（研究開発費率）％

４，９６８

(12.3%)

５，６７０

(12.4%)

６，８７９

(14.7%)

１１，８０７

(11.8%)

１２，６００

(12.4%)

１３，４００

(13.4%)

営業利益

（営業利益率）％

１，２４３

(3.1%)

４，５６９

(10.0%)

４，２０１

(9.0%)

１３，２６１

(13.3%)

１４，７００

(14.5%)

１２，７００

(12.7%)

経常利益

（経常利益率）％

１，１７５

(2.9%)

５，１７２

(11.3%)

４，５４２

(9.7%)

１４，２３４

（14.3%)

１５，３００

(15.1%)

１３，４００

(13.4%)

四半期（当期）純利益
（四半期（当期）純利益率）％

△１，６０６

(△4.0%)

３，２９３

(7.2%)

２，９５９

(6.3%)

８，８４８

（8.9%)

９，７００

(9.6%)

８，５００

(8.5%)

一株当たり当期利益（円） △２１．４８円 ４４．０５円 ３９．５９円 １１８．３７円 １２９．７８円 １１３．７２円

資本金 ７００ ７００ ７００ ７００

総資産 １２３，２９９ １２７，７２８ １２８，５４１ １３７，１９０

純資産 ９４,３０４ １００，０２４ １０４，６６２ １０４，９１１

一株当たり純資産（円） １,２６０.９３円 １,３３８.０１円 １,４００.３５円 １，４０３．６０円

自己資本利益率 ％ △１．７％ ３．３％ ２．８％ ８．８％

自己資本比率 ％ ７６．５％ ７８．３％ ８１．４％ ７６．５％

人員（人） ２ ０５９人 ２ ２６２人 ２ ３０８人 ２ ２４６人人員（人） ２，０５９人 ２，２６２人 ２，３０８人 ２,２４６人

設備投資 １，１１５ ７０９ ６３３ １，２９１ ２，４００ １，７００

減価償却費 ２，０２８ １，３６２ １，１６３ ２，８１０ ２，５００ ２，６００
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損益計算書の概要：杏林製薬－①

（単位：百万円）

年 月期 年 月期
＜当期のポイント＞ 対前年

１０年３月期

第２四半期

１１年３月期

第２四半期累計期間

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

３９ ５４５ 100 0% ４０ ７５９ 100 0% 3 1% １ ２１３

＜当期 ポイン ＞ 対前年

■ 売 上 高 ４０,７５９百万円 （＋ １,２１３百万円）

●国内新医薬品 ３９,１６８百万円 （＋ １,１７０百万円）

前期実績 当期実績（億円）

・キプレス １２７ → １４１（＋１４）
売上高 ３９，５４５ 100.0% ４０，７５９ 100.0% 3.1% １，２１３

医薬品事業 ３９，５４５ 100.0% ４０，７５９ 100.0% 3.1% １，２１３

◆新医薬品 ３７，９９８ 96.1% ３９，１６８ 96.1% 3.1% １，１７０

キプレス １２７ １４１（＋１４）

・ムコダイン ９３ → ９４（＋ １）

・ペンタサ ９７ → ９９（＋ ２）

・ウリトス １６ → ２４（＋ ８）

○国内 ３６，７３３ 92.9% ３７，７０８ 92.5% 2.7% ９７４

○海外 １，２６４ 3.2% １，４６０ 3.6% 15.5% １９５

◆後発医薬品 ２１０ 0.5% ２９０ 0.7% 38.0% ８０

●海外新医薬品 １,４６０百万円 （△ １９５百万円）

・ガチフロキサシン １１ → １３（＋ ２）

●後発医薬品 ２９０百万円 （＋ ８０百万円）◆後発医薬品

◆一般用医薬品 １，３３７ 3.4% １，３００ 3.2% △2.8% △３６
●一般用医薬品 １，３００百万円 （△ ３６百万円）

・ミルトン １０ → ９（△ １）
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損益計算書の概要：杏林製薬－②

（単位：百万円）
＜当期のポイント＞

１０年３月期

第２四半期

１１年３月期

第２四半期累計期間 ◆原 価 率：前年比 0 1ポイント低下第２四半期 第２四半期累計期間

実績 売上比 実績 売上比 前同比 前年増減額

売上高 ３９，５４５ 100.0% ４０，７５９ 100.0% 3.1% １，２１３

売上原価 １３ １８３ 33 3% １３ ５２１ 33 2% 2 6% ３３８

◆原 価 率：前年比 0.1ポイント低下
(33.3％→33.2％)

＊低下要因：原価率の低い自社製品の売上増加

◆研究開発費率：前年比 2．3ポイント上昇
売上原価 １３，１８３ 33.3% １３，５２１ 33.2% 2.6% ３３８

売上総利益 ２６，３６１ 66.7% ２７，２３７ 66.8 % 3.3% ８７５

販売費及び一般管理費

（うち研究費）
２１，６０３

(５ ３８８)

54.6%

13 6%

２３，３５９

(６ ４９６)

57.3%

15 9%

8.1%
(20.6%)

１，７５５

（１ １０７）

研究開発費率 前年 昇
(13.6％→15.9％)

＊54億円→65億円（11億円増加)
増加要因： 開発パイプラインの進展（ＫＲＰ-108Ph2b終了など）

◆販管費率(除R＆D費)：前年比0.4ポイント増加(５，３８８) 13.6% (６，４９６) 15.9% ( ) （１，１０７）

営業利益 ４，７５７ 12.0% ３，８７８ 9.5% △18.5% △８７９

営業外収益

営業外費用
９４９

３７

2.4%

0.1%

５８６

２１

1.4%

0.1%

△38.2%

△43.0%

△３６２

△１６

(41.0％→41.4％)

＊162億円→169億円（7億円増加)

■ 営業利益 ３，８７８百万円

経常利益 ５，６６９ 14.3% ４，４４３ 10.9% △21.6% △１，２２５

特別利益

特別損失
０

２５

0.0%

0.1%

７

１０

0.0%

0.0%

△99.3%

△57.6%

７

△１４

営業利益 ， 百 円
（△ ８７９百万円）

＊営業利益率は９．５％と２．４ポイント低下

■ 四半期純利益 ２，９０８百万円

（△９０７百万円）

税引前

四半期純利益

５，６４４ 14.3% ４，４４０ 10.9% △21.3% △１，２０４

法人税・住民税

及び事業税
２，１１８ 5.4% １，３７２ 3.4% △35.2% △７４６

法人税等調整額 △２９０ △0.7% １５９ 0.4% △154.8% ４４９

四半期純利益 ３，８１６ 9.6% ２，９０８ 7.1% △23.8% △９０７
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貸借対照表の概要：杏林製薬

＜当期のポイント＞

（単位：百万円）

１０年３月期 １１年３月期第２四半期累計期間

実 績 構成比 実 績 構成比 前期末増減
■流動資産： ９ ５０９百万円減

流動資産 ７８，４２２ 65.4% ６８，９１２ 63.0% △９，５０９

現金および預金
売掛金
有価証券
棚卸資産

１５，３１３
３３，０８８

５，２９０
１９ １４７

１１，６０４
２８，９２６

５，４０８
１７ ７２４

■流動資産： ９，５０９百万円減
・現金及び預金の減少 （３,７０９百万円減）

・売掛金の減少 （４,１６２百万円減）

・有価証券の増加 （ １１８百万円増）

・棚卸資産の減少 （１,４２２百万円減）
棚卸資産
その他流動資産

１９，１４７
５，５８１

１７，７２４
５，２４８

固定資産 ４１，４００ 34.6% ４０，４００ 37.0% △９９９

有形固定資産
無形固定資産

１２，８４７
３２８

１２，３２６
２６２

■固定資産： ９９９百万円減

・有形固定資産の減少 （ ５２０百万円減）

・無形固定資産の減少 （ ６５百万円減）
無形固定資産
投資その他

３２８
２８，２２５

２６２
２７，８１１

資産合計 １１９，８２２ 100.0% １０９，３１３ 100.0% △１０，５０９

流動負債 １９ ００３ 15 9% １１ ４５３ 10 5% △７ ５５０

・投資その他の減少 （ ４１３百万円減）

■ 流動負債： ７，５５０百万円減流動負債 １９，００３ 15.9% １１，４５３ 10.5% △７，５５０

支払手形及び買掛金
その他流動負債

６，８４９
１２，１５４

２，８２５
８，６２８

固定負債 ５，３１２ 4.4% ４，８１４ 4.4 % △４９８

負債合計

■ 流動負債： ７，５５０百万円減

・支払手形及び買掛金の減少

（４，０２３百万円減）

・その他流動負債の減少 （３，５２６百万円減）

負債合計 ２４，３１６ 20.3% １６，２６８ 14.9% △８，０４８

株主資本 ９５，３８４ 79.6% ９３，０９５ 85.2 % △２，２８９

評価・換算差額等 １２０ 0.1% △50 △0.1% △１７０

純資産合計 ９５，５０５ 79.7% ９３,０４４ 85.1% △２,４６０

■ 固定負債： ４９８百万円減

負債及び純資産合計 １１９，８２２ 100.0% １０９，３１３ 100.0% △１０，５０９
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主な業績項目の推移：杏林製薬
（単位：百万円）

０９年３月期

第２四半期

１０年３月期

第２四半期

１１年３月期

第２四半期

１０年３月期 １１年３月期

（修正予想）

１１年３月期

（当初予想）

売上高 ３４，４２５ ３９，５４５ ４０，７５９ ８５，３０８ ９０，８００ ８７，３００

（輸出高） （１，７５８） （１，２６４） （１，４６０） （２，５６３） (２，５００） （１，６００）

売上原価

（売上原価率）％

１４，０９６

(40.9%)

１３，１８３

(33.3%)

１３，５２１

(33.2%)

２８，３７４

(33.3%) ― ―
販売費及び一般管理費

（販管費率）％

１８，６４２

(54 2%)

２１，６０３

(54 6%)

２３，３５９

(57 3%)

４３，７９５

(51 3%) ― ―（販管費率）％ (54.2%) (54.6%) (57.3%) (51.3%)

うち研究開発費

（研究開発費率）％

４，５０８

(13.1%)

５，３８８

(13.6%)

６，４９６

(15.9%)

１１，１２１

(13.0%)

１１，８００

(13.0%)

１２，６００

(14.4%)

営業利益

（営業利益率）％

１，６８５

(4 9%)

４，７５７

(12 0%)

３，８７８

(9 5%)

１３，１３９

(15 4%)

１４，０００

(15 5%)

１２，３００

(14 1%)（営業利益率）％ (4.9%) (12.0%) (9.5%) (15.4%) (15.5%) (14.1%)

経常利益

（経常利益率）％

２，１２５

(6.2%)

５，６６９

(14.3%)

４，４４３

(10.9%)

１４，５８０

（17.1%)

１５，１００

(16.7%)

１３，３００

(15.2%)

四半期（当期）純利益
（四半期（当期）純利益率）％

△２８０

(△0.8%)

３,８１６

(9.6%)

２，９０８

(7.1%)

９，４７２

（11.1%)

９，６００

(10.6%)

８，４００

(9.6%)

一株当たり当期利益(円) △３．７８円 ５１．３８円 ３９．１７円 １２７．５４円

資本金 ４，３１７ ４，３１７ ４，３１７ ４，３１７

総資産 １０６，４７８ １１０，６６９ １０９，３１３ １１９，８２２

純資産 ８５ ３５６ ９０ ４６６ ９３ ０４４ ９５ ５０５純資産 ８５，３５６ ９０，４６６ ９３，０４４ ９５，５０５

一株当たり純資産（円） １,１４９.３１円 １,２１８.１１円 １,２５２．８２円 １，２８５．９５円

自己資本利益率 ％ △０．３％ ４．２％ ３．１％ １０．３％

自己資本比率 ％ ８０．２％ ８１．７％ ８５．１％ ７９．７％

人員（人） 人 人 人 人人員（人） １，５６７人 １，７３３人 １，８１１人 １,７２４人

設備投資 ５７７ ６２４ ３００ １，０５１ １，３００ １，２００

減価償却費 １，６５６ １,０７１ ９３２ ２，１９８ ２，０００ ２，０００
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キョーリン製薬ホールディングス（株） 個別業績と予想

単位：百万円

２０１０年３月期 ２０１１年３月期２０１０年３月期

第２四半期

（実績）

２０１１年３月期

第２四半期

（実績）

２０１０年３月期

（実績）

２０１１年３月期

（修正予想）

２０１１年３月期

（当初予想）

営業収益営業収益 ４，００８ ６，４０９ ６，０８２ １２，８００ ８，３００

営業利益 ２，７８７ ５，３１４ ３，６１２ １０，６００ ６，１００

経常利益 ２，７３１ ５，３３８ ３，５７７ １０，６００ ６，１００

当期純利益 ２，８４０ ５，３２２ ２，７４３ １０，５００ ６，１００
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